
 
 

 

「西
鉄
甘
木
線
と
昭
和
二
十
八
年
の
大
水
害
の
想
い
出
」 

山
和 

壽
遊 

  

小
生
が
、
久
留
米
の
高
校
に
西
鉄
甘
木
線
で
、
毎
日
通
学
し
て
い
た
頃
の
話
で
あ
る
。 

 

そ
の
日
は
、
雨
が
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
大
雨
だ
った
。
高
校
二
年
生
で
、
六
月
の
期
末
試
験
が
始
ま
る

日
で
あ
った
。 

 

西
鉄
甘
木
線
は
、
大
雨
の
時
は
、
い
つ
も
大
城
駅
か
ら
北
野
駅
ま
で
一
部
の
線
路
が
水
に
浸
か
り
、

電
車
が
不
通
に
な
り
、
こ
の
間
を
西
鉄
バ
ス
が
連
絡
し
て
い
た
。 

 

そ
の
日
も
、
こ
の
心
配
が
あ
った
の
で
、
期
末
試
験
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
も
よ
り
早
い
電
車
、

六
時
頃
の
電
車
に
乗
っ
た
。
同
級
生
は
、
誰
一
人
乗
っ
て
こ
な
か
った
。
こ
の
電
車
を
も
っ
て
、
西
鉄
甘
木

線
は
、
大
雨
の
た
め
甘
木
発
は
運
行
停
止
と
な
った
。 

 

案
の
定
、
そ
の
日
も
西
鉄
甘
木
線
の
大
城
駅
と
北
野
駅
の
間
の
線
路
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
浸
か
って
い

た
。
線
路
が
浸
か
って
い
る
の
で
、
い
つ
も
な
ら
、
そ
の
間
は
バ
ス
輸
送
と
な
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
日
は
、
雨
量
が
い
つ
も
よ
り
多
か
っ
た
の
か
、
大
城
駅
か
ら
直
接
久
留
米
駅
ま
で
の
間

が
、
西
鉄
バ
ス
輸
送
に
な
った
。 

 

西
鉄
久
留
米
駅
の
バ
ス
停
に
着
い
た
の
は
午
前
十
時
、
学
生
が
皆
、
バ
ス
の
中
か
ら
「
今
日
は
休
校
だ
」

と
言
って
学
校
か
ら
帰
って
き
て
い
た
。 

 

す
ぐ
、
ま
た
引
き
返
し
、
甘
木
行
き
西
鉄
甘
木
線
に
乗
った
。
し
か
し
、
乗
った
電
車
は
宮
の
陣
駅
ま

で
行
き
、
そ
の
先
は
運
行
停
止
と
な
った
。 

 

宮
の
陣
駅
を
降
り
た
ら
、
筑
後
平
野
は
、
甘
木
方
面
ま
で
一
面
、
海
原
で
あ
っ
た
。
線
路
も
水
に
浸

か
り
、
駅
か
ら
下
の
線
路
に
は
降
り
ら
れ
な
い
。
仕
方
が
無
い
の
で
、
筑
後
川
堤
防
を
歩
い
て
甘
木
ま

で
帰
ろ
う
と
思
った
。
そ
れ
で
、
筑
後
川
の
堤
防
を
上
流
に
向
か
って
歩
い
て
い
って
、
大
城
駅
あ
た
り
で
、

堤
防
か
ら
降
り
て
、
電
車
の
線
路
に
出
よ
う
と
思
った
。 

 

堤
防
か
ら
降
り
て
西
鉄
甘
木
線
の
線
路
ま
で
の
間
、
一
ケ
所
深
い
水
た
ま
り
が
あ
った
。 

カ
バ
ン
を
両
手
で
頭
上
に
高
く
上
げ
、
胸
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
や
っ
と
通
過
し
た
。
そ
の
あ
と
は
水
た
ま

り
は
な
か
った
。 

 

大
城
駅
あ
た
り
の
西
鉄
甘
木
線
の
線
路
に
出
た
。
甘
木
方
面
に
向
か
っ
て
線
路
上
を
歩
い
た
。
正
午

を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
った
の
で
、
金
島
駅
付
近
の
道
路
沿
い
の
墓
地
で
、
一
人
で
昼
弁
当
を
開
い

て
食
べ
た
。 

 

弁
当
を
食
べ
終
わ
って
、
ま
た
甘
木
方
面
に
向
か
っ
て
線
路
を
歩
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
本
郷
駅
に



着
い
た
。
駅
舎
に
駅
員
が
二
人
い
た
。
電
車
は
出
る
の
か
尋
ね
る
と
、
電
車
は
ま
だ
出
な
い
と
い
う
。
久

留
米
か
ら
歩
い
て
き
た
と
言
う
と
、
駅
員
は
び
っく
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
様
子
を
色
々
と
真
剣
に
聞
い

て
き
た
。 

 

ま
た
、
線
路
の
上
を
、
甘
木
駅
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。
甘
木
川
の
鉄
橋
を
渡
っ
て
い
る
時
に
、
や
っ
と
甘

木
に
着
い
た
の
だ
な
と
実
感
し
た
。
自
宅
に
戻
った
の
は
午
後
四
時
だ
った
。
朝
六
時
に
出
て
自
宅
に
戻

っ
た
の
が
午
後
四
時
だ
。
そ
の
間
十
時
間
。
心
配
し
て
い
た
両
親
が
、
ほ
っ
と
安
心
し
た
様
子
で
、
迎
え

て
く
れ
た
の
を
思
い
出
す
。 

 

丁
度
そ
の
頃
か
ら
、
再
び
激
し
い
大
雨
に
な
って
き
た
。
そ
の
日
の
夕
方
に
、
筑
後
川
の
久
留
米
市
合

川
町
市
ノ
上
堤
防
が
決
壊
し
、
久
留
米
市
内
に
水
が
流
れ
込
ん
で
、
当
時
の
久
留
米
市
の
八
割
は
泥

海
と
化
し
た
。
医
大
の
そ
ば
に
あ
った
筑
後
川
の
小
森
野
橋
も
崩
れ
流
れ
た
。
ま
た
筑
後
川
の
朝
倉
堤

防
も
決
壊
し
、
蜷
城
地
区
に
も
大
水
害
を
も
た
ら
し
た
。 

 

こ
れ
が
、
あ
の
昭
和
二
十
八
年
の
西
日
本
大
水
害
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
に
か
け
て
九
州
地
方
北
部
（
福
岡
県
・
佐
賀

県
・
熊
本
県
・大
分
県
）を
中
心
に
発
生
し
た
、
梅
雨
前
線
を
原
因
と
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
水
害

で
あ
る
。 

 

こ
の
洪
水
に
よ
る
筑
後
川
流
域
内
の
被
害
は
、
死
者
数
百
四
十
七
、
負
傷
者
四
千
九
百
九
十
九
人
、

流
出
全
半
壊
家
屋
約
一
万
二
千
八
百
戸
、
床
上
浸
水
家
屋
約
四
万
九
千
二
百
戸
、
床
下
浸
水
家
屋

約
四
万
六
千
三
百
戸
、
被
災
者
数
約
五
十
四
万
人
に
及
ぶ
甚
大
な
も
の
で
あ
った
。
そ
の
後
、
ダ
ム
建

設
、
堤
防
修
復
・
建
設
な
ど
の
大
規
模
な
河
川
改
修
に
よ
る
治
水
対
策
が
推
進
さ
れ
、
河
川
洪
水
に

よ
る
大
水
害
は
少
な
く
な
った
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
異
常
気
象
で
起
き
る
線
状
降
水
帯
に

よ
る
豪
雨
災
害
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。 

 

さ
て
、
高
校
・大
学
通
学
、
社
会
人
通
勤
と
、
西
鉄
甘
木
線
を
約
十
五
年
間
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
間
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
乗
車
し
通
学
、
通
勤
で
き
た
こ
と
を
、
心
か
ら
西
鉄
甘
木

線
に
感
謝
し
て
い
る
。 

 

令
和
三
年
十
二
月
で
、
西
鉄
甘
木
線
の
甘
木
駅
開
設
百
周
年
と
聞
き
及
ぶ
が
、
今
の
甘
木
駅
舎
の

景
観
は
、
小
生
が
乗
り
始
め
た
昭
和
二
十
七
年
頃
（
約
七
十
年
前
）
と
全
く
変
わ
り
が
な
い
。
懐
か
し

い
ば
か
り
だ
。
最
後
に
な
った
が
、
西
鉄
甘
木
線
甘
木
駅
開
設
百
周
年
を
心
か
ら
祝
福
す
る
。 


